
 

令和７年度 地域連携推進会議 議事録 

事業所名 社会福祉法人 誠心会 みずき園、みずき園共同生活援助事業所 

開催日時 令和 8年 2月 10 日 10：00～11：45 

開催場所 みずき園及びGH（ひかり、第二ひかり、市房、球磨川） 

 

 

 

 

出席者 

 

構成員 人数 備考 

事業所職員 

入居者 

ご家族 

地域の関係者 

福祉・経営に知見を有する方 

市町村担当職員 

3 

1 

1 

1 

1 

1 

 

理事長兼施設長、サービス管理責任者、生活支援員 

S・H 様 

S 様  

T 様  

K 様  

F 様  

 

協議内容・

意見等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議次第 1 【施設長挨拶】 

 

施設長：本日はご多忙の中、第 1回地域連携推進会議にお集まりいただき誠にありがとうござ

います。共同生活援助（グループホーム）及び障害者支援施設の運営に当たっては、地

域と施設等が連携することにより利用者と地域との関係づくりや、地域の方への施設や

利用者に関する理解の促進等を目的として「地域連携推進会議」を定期的に開催するこ

とが令和 7年度より義務付けられました。当事業所も、地域の一員であることを意識し

ながら地域の皆様と連携し合う関係を作ることが重要であるであると考えており、構成

員の方からの活発なご意見を頂戴したいと思います。 

 

会議次第 2 【議長指名】 

 

施設長：まずは次第に沿って会議を進行していきたいと思います。福祉・有する方として参加し

て頂いたK様に議長を指名したいと思います。 

 

会議次第 3 【自己紹介】 

 

K 様：施設長から指名を受けましたので私の方で会議を進行させて頂きます。まずは自己紹介

からお願いします。（参加者各自、自己紹介を行う。） 

 

会議次第 4 【会議（意見交換）】 

 

K 様：早速、会議の方に移らせて頂きますが、昨今、福祉が変化してきており入所施設から

GHへと流れが変わってきており、GHを運営していく上で必要なサービスの質の向

上、及び透明性を図ることを目的として今回参加していただいた委員の皆様にはGHを

見学された感想、意見、質問をお願いいたします。まずは施設長よりGHの概要説明を

お願いします。 

施設長：（施設長より配布資料に沿って施設の概要説明を行う。） 

 



協議内容・

意見等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

K 様：GH利用者の障害の程度の紹介をお願いします。 

施設長：A-1～B-2 の方すべての障害の程度判定区分の方が利用されております。（みずき園及

びGH利用者情報の説明及び活動内容の説明を合わせて行う。） 

 

K 様：施設長よりGH及び施設の概要説明がございましたが質問はございませんか。 

F 様：GHで緊急事態（自然災害など）が起こった際の緊急連絡はどのようになっているでし

ょうか。 

施設長：職員の緊急連絡網を作成しており、非常呼集の訓練を定期的に行っている。またBCP

（業務継続計画）も自然災害編、感染症編も作成しており資料の写真を説明いたしまし

た通り訓練も行っている状況です。当事業はあさぎり町から公表されている水害、土砂

災害地域外に位置しており自然災害の方では地震、台風が主になって来るかと考えられ

ます。 

 

K 様：ヒヤリハットの事例や近隣住民からの苦情などはありますか。 

施設長：今のところございません。 

 

K 様 ：GHでの地域との交流の機会はございますか。 

施設長：GHだけでの地域交流は無いですが、みずき園としては日々のパンの移動販売活動、

地域の催し物へ出店させて頂いております。 

 

F 様：GH利用者の金銭管理についてですがどのように管理されていますか。 

施設長：預金通帳に関して希望があればみずき園の方で管理しておりますが、GHではお小遣

いのみ預かるように対応しております。 

 

K様：施設長から先ほどGHの概要説明で現在GH世話人の欠員が生じて、日中活動サービス

の支援員と世話人を兼務して人員配置基準を満たしている状況と説明があったが、私が

GHを経営していた時も同様にGH世話人の確保が非常に難しい状況であった。支援と

いうものは支える事で援助は介助を行う事で今後は利用者の高齢化に伴い援助に近づい

て行き、さらに人員の確保が難しくなってくることが予想される。 

F 様：サービスの質の確保という観点から利用者ご家族に対し満足度調査などは行っています

か。 

施設長：満足度調査は行っておりません。家族総会などを通して意見をいただく事はありま

す。またご家族がみずき園に頻回にお越し頂き、その都度お話をさせて頂いておりま

す。 

S 様：我が子をきめ細かく支援をしてもらっており私としては満足している。私もみずき園の

家族会の役員を務めておりますが他の家族から不満は聞かれないので満足されているの

ではと思います。 

 

T 様：日中作業についてどのように利用者の配置を振り分けていらっしゃいますか。 

施設長：本人の希望や本人の特性を見て作業の配置を行っております。 

S 様：作業に関して委託作業が 2件入っているが他に作業委託の依頼はあるでしょうか。 

施設長：株式会社 S社、株式会社 J社以外はございません。新たな取り組みとして 10 月から宇



協議内容・

意見等 

城市の農家よりみかんを仕入れこちらで選別を行いネットに入れて販売を行っておりま

す。 

K 様：私が熊本市内の事業所の役員をしているが利用者が減少傾向にある。理由としてはその

事業所は主に木工を行っており、支援学校生徒さんが実習に来られ木工作業より別事業

所が行っている食品を扱う作業が楽しいという事でそちらに利用者が流れて行っている

状況にあるとうかがっております。そういう意味ではみずき園さんは他事業所との差別

化は図れているように感じます。 

 

K 様：GH利用者の食費が他の事業所に比べかなり安いように感じるが…。 

施設長：地域の方から頂いた野菜等を使ったりしており、量は十分確保出来ていると思ってお

ります。食費が足りなくなった場合は年度末で清算し不足分を頂くようにしている。 

K 様：施設長が作る料理はおいしいですか。 

S.H様：おいしいです。 

K 様：GHの食事で要望などはありますか。 

施設長：利用者の方から「あれが食べたい。この料理がいい。」などリクエストされることがあ

るのでそれに答えて料理をすることはあります。 

 

K 様：GHの現在の空き状況はいかがでしょうか。 

施設長：GHひかり 2部屋、GH市房 2部屋空きがございますが男子棟のみ空いている状況で

す。GH球磨川（男子棟）、第二ひかり（女子棟）、は満室です。 

F 様：支援区分が上がってきた場合はどのように対応されておられますか。 

施設長：入所施設の利用を勧めたり、介護保険施設の利用を勧めたりしています。 

 

K 様：第 1回目の「地域連携推進会議」ということで会議を進めてまいりましたがこの会議

の目指すところは地域との連携であり、参加していただいた皆様には施設のことを知っ

ていただけたのではないかと感じております。これにて第 1回地域連携推進会を閉会い

たします。 

 

 

 

以下余白 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


